
兵庫県の紋初菌( 膏薬病菌) の種類
山本和太郎1)・三宅 畠2)

種々な植物の校幹でカイガラムνと尖援する紋羽菌| って、著者等はクメ、モモ、サクラ、スモモ、ア y
〈菅薬舗菌〉の種類について、述調では余り研究されて| ズ、カキ、クヲ、キリ、ヤナギ、 キY モクセイ、す

務 2巻第4号には次の 6種が記録されている。 I : 幹に発生したのを採集した。
1. Septobasidium bogoriense Pat. Cハイイロモ Septobasidium indigophorum Couch と Septo・

I  basidium pruncphilum Couchの両種は伊藤 (1955)
2. Septobasidium Tanakae (Miy.) Boed. et Iに記録されているが、原(1954)の日本菌類目録や他の
Steinm. ( クヲモシパキシ ) 日本文献には記録がない。しかし両種は丹波の篠村の

3. SeptobaSidium indigophorum 'Couch Cヨシイ| 原産であって、ナタラに発生したものである。篠村は
ロモジパキシ ) サクラの名所であって、大E の末項、関才闘にとの村

4. Septobasidium prunophilum Couch Cサクラ! のすクラが客船に右京まれて北米合衆国に送られた。叡
モY パキシ) I  : 羽菌がこれらすクラの校に多数発生していたので、潜

5. Septobasidium piIosum Boed. et Steinm. ( グ| の属物防疫所で差し' 押えられCouch (193めによって

6. Septobasidium mariani Bres. var. jadonicum I  これら両種は著者等の比較研究の結果、新種ではな
Couch indigophorum Couch は在来の

これらのうち、前者の Septobasidium bogoriense I  Septobasid;um bogoriense Pat. の同種呉名、また
Pat.は古くから灰色膏薬病菌として知られ、従来の著 I Septobasidium prunophilum Couchは静岡 Septo・
警には誤って Septobasidium pedicellatum (Schw.) I  basidium Tanakae (Miy.) Boed. et Steinm. の同種
Pat.なる種名を使用しているが、伊藤 (1955) によっ| 異名であることが判明した。
て上記の種名に改められた。 Septobasidium pilosum Boed. et Steinm. と Se・
Septobasidium属の菌類を従来菅薬病菌と悲してい I ptobasidium marial"i  Bres. var. japonicum Couch 
たが、 Corticium属の菌類も従来膏薬菌と都し、両者| の両種も伊藤( 1955)を除き、日本の文献には記録がな
が混同される恐れがあるので伊藤( 1955) は Septo・|い。 Septobasidium pilosum Boed. et Steinm. は原
basidium 属の菌類を紋羽菌と改め、 また本種を灰色| 摂祐氏が静岡県の焼津でナヤに発生したのを採集し、
紋羽菌と改めた。 IPetch氏に送られたのを Couch (1938) が述種に
窓種は兵庫県下で普通に見られる紋羽菌であって、
著者等はクワ、ナシジヨ夕、キリ、コクゾ、カヂノキ、
アカメガV ワなどの枝斡に発生したのを採集した。
次に Septobasidium Tanakae (Miy.) Boed. et 
Steinm. は初め沢田( 1922) によって桑紋羽府歯と
命名されたが、後に褐色紋現病菌と呼ばれ、更に橘色
管楽病菌と改められた。しかし伊藤( 1955) によって
最初の桑紋羽菌に改められた。本種は鰐長の著書には
Helic口basidium Tanakae Miy. なる種名になってい
るが、添種は植物に寄生しないで、カイガラムνに寄
生する特性によって、 Boedijn &  steinmann (1931) 
はSeptobasidium 属に移し，Septobasidium Tanakae 

同定した。また Septobasidium mariani Bres. var. 
japonicum Couch は安回篤氏が仙台市でエゴノキに
発生したのを採集し、 Lloyd氏に送られたのを Couch
(1938) が調べて新変種として報告した。両種は本邦
で一般に知られていない。兵庫県下で著者等は採集し
ていない。
著者等は兵庫県下で種々な植物に発生した紋羽菌を
多数採集した。これら紋羽菌について比較研究した結
果、前記のおptobasidium bogoriense Pat と Septo・
basidium TanakaeαiJiy.) Boed. et Steinm. の外に
4種の新種を確認した。これら新種については、山本

(Miy.) Boed. et Steinm.と改めた。 I (1956) がラテシ文で詰I l ! ( ' 報告したが、更に和文で次
溶温も兵庫県下で極めて普通に見られる紋羽蕗であ! に記載報告する。

1) 兵庫農科大学植物病理学教室 2) 神戸市須腐浦女子高等学校
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1. Septobasidium nigrum Yamamoto 子実体は) 享さ180-3却μあって、内部は不明瞭であ
和名 サクラ黒色紋羽菌〈サクラ黒色膏薬病菌) I るが 3層からなる。基層は厚さ 16-45μ あって、淡掲色

子笑体は校幹に背着し、被膜状に拡がり、革質、不| の 3隠 - 4 / L の菌糸が基商に並行して密に錯綜してい
E の円形叉は稽円形にして短径 2 - 1 5 c m、長径30cm I る。中層は厚さ95-244μ ある。との層の菌糸は基! 書
に至る。黒色叉は煤黒色を呈するが、胞子形成期には| から直立し、彦IBとは密に叢生し、時には結束して菌糸
灰白色に変り、その後暗灰色から灰黒色になって、終 1:東柱を形成し、その高さ 53-72μ、幅16-80μある。
りに黒色となる。表面は平滑であるが、縁辺部はピロ| この層の上方は褐色の菌糸が密に分岐し、斜上方叉は
クド状、稀れに全面がピロクド状を呈し、周縁の境は| 不規則に上昇し、錯綜している。子実層は中層との境
明確である。 Iが不明瞭であって、厚さ 34-53μある。この層の菌糸
子実体は厚さ 290-530μあって、内部は 31¥脅からな| は無色叉は淡褐色を呈し、幅2.5-3.らある。
る。底部の基層は簿くして厚さ 10-20μ、日音色の幅 3 I  担子柄の下護は準球形叉は倒卵形、無色にして大い
- 4μの菌糸からなる。中層は、厚さ 170-440μ暗色叉| さ 9 - 1 6  x  8-12μある。担子柄は準円筒形にして真
は臆褐色の隔 2.5-4.5μの菌糸が疎に錯綜し、上方叉| 直、頂端叉は両端に向って僅かに漸絢し、頂端はやや
は斜に上昇し、菌糸葉状に結束しない。上層の子実層| 鋭頭、 3 個の隔膜をそなえ、隔膜習は絡れないが、稀
は厚さ 42-641-' あって、 この! 脅の菌糸は無色叉は淡| れに僅かに終れ、無色にして大いさ56-80 x  5.5-7・5
色、 i煽2.5-4μ あって密に分般かつ錯綜し、各菌糸 |μある。睦子はそご円状円筒形にして僅かに穫曲し、頂
上に担子柄の下露が互生、対生叉は散生する。 1:端は鈍頭、基端はやや尖り、無色にして大いき 14-24
包子柄の下露は球形、楕円形又は倒卵形、無色であ I x  4 - 5 μある。
って大いさ 9.5-14 x  5.5-10.5"ある。担子柄は準円| 京菌は Prunus donarium Sieb， var. spontanea 
筒形、真宣にして基部に向って僅かに漸細し、無色に I M ak. ( ヤマずクラ〉に宛生じ、兵庫県氷上郡柏原町鐙
して lfi国の眠膜をそなえ、大いさ 28-36 x  5 . 5 - 8μ| ケ援で採集した。木菌は Pseudaulacaspis pentagona 
ある。小柄は長さ 10-351，ある。胞子は楕円状円筒形 I Targ. ( グワカイガラムジ又はクワ νロカイガラム
にして僅かに湾曲し、頂端は鈍頭、基端はやや尖り、 I  V') と共棲している o

無色にして大いさ 13.5-24x 4-5.らある。 I 3. Septobasidium M iyakei Yamamoto 
本菌はPrunus yedoensis Mats. ( ソメイヨνノ〉、 |  和名 グミ競泊色紋羽菌〈グミ競泊色膏薬病菌〉
Prunus dona巾 m Sieb. ( ナトずクラ〉、 Prunus I  子笑体は校幹に背着し、被膜状にして不正の円形叉
donarium Sieb. var. spontanea Mak.くヤマずクラ〉、 I
Prunus subhirteIIa Miq. (ヒガ ';/"!fクラ〉などのチ I :畏径3 - 1 3 c mある。表面は平滑にして競泊色を塁し、
クラの校幹に発生する。 I光沢を欠き、縁辺部は幅 2 - 3 m mにわたって淡褐色
ホ菌は兵庫県多紀郡篠山町、同郡丹南町大山、氷上| 叉は白色を量し、中央と縁辺部との聞に不明瞭な同心
都柏原町鐙ケ坂、神戸市道場などで採集した。なお大| 輪紋がある。周縁の境は明確である。
阪府の箕面町と長野市の両公園、京都府南桑田郡篠| 子実体は厚さ 440-830μあって、内部は数層からな
村、同郡西本梅村、奈良県の吉野山でも採集した。、本| る。基習は厚さ25-55μあって、褐色の幅2.5-3.5μの
菌は近談地方のすクラの名所のすクラにはメ話発生し| 菌糸からなる。中層は厚く、通常 2-311震の重層状を
ているように恩われるo 呈し、厚さ360-720μ ある。この層の下部には太くし
本菌はすクラの校幹に繁殖している赤色のカイガラ| て短い菌糸東住が散在し、その高さ 70-120a、幅50
ムジ(Kuwania parvus M a sk . ) の虫体内に菌糸を挿ス I -180" ある。この菌糸東住の菌糸の一部は上部で71<
し、そこから養分をI反収して発育し、その虫体の表面を I : 平に並行して簿い菌糸層を形成し、この菌糸層から菌
菌糸被膜で覆うてしまう。ホ留の寄生によってカイガ| 糸が直立して斜叉は上方に上昇し、時には菌糸が再び
ラムνは死滅しないで、養分を与える。その代りにカ| 水平に並行して薄い菌糸層を形成し、これから菌糸が
イガラムジは菌糸被膜で保護され、敵虫による被害や| 更に直立して斜叉は上方に上昇し、密に分岐かつ錯綜
鳥類による捕食を免れ、所謂共箆到舌を営んでいる。 I して子実層に及ぶ。子実I留は厚さ 45-60μあって、稀
2. Septobasidium Tamhaensis Yamamoto 
和名 サクラ暗褐色紋羽菌〈ナクラ陪褐色菅薬病菌〉
子実体け、校幹に背着し、被膜状に簿く拡がり、革
質、不正の円形叉け、階円形にして短径 1 - 4 c m、長
径 1 - 7 c m ある。表面は汚褐色を呈し、組商、縁辺
部は灰白色又は白色、周縁の境は明確である。

れに重! 害状を呈し、この層の菌糸は淡褐色叉は無色を
呈し、幅12-3μあって密に分岐し、極めて綴密に錯
綜している。
担子柄の下震は準球形、倒卯形叉は洋梨形、無色に
して大いさ 10.5-19 x  8-11μある。担子柄は準円筒
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形にして真直、下方叉は両端に向って盛かに漸細し、
頂端は鈍頭又はやや鋭頭、緑色にして通常 3個の隔膜
をそなえ、大いさ45-65x 6μある。小柄は長さ 3 -
8μ ある。胞子は長精円形にして僅かに書君臨し、下端
に向って僅かに漸細し、頂端は鎖顕、基端はやや尖
り、無色にして大いさ 12-19x 3 - 4 1'ある。
;;};:"菌は Elaeagnus pungens Thunb. ( ナワジログ
ミ〉に発生し、兵庫県多紹郡篠山町と氷上郡柏原町鐙
グ援で採集した。本菌も Pseudaulacaspis gentagona 
Targ. と共棲している。
4. Septobasidium c1avulalum Yamamoto 
和名 グミ灰黒色紋羽菌( グミ灰黒色膏薬病菌〉
子実体は校幹に背着し、被膜状に誌がり、率賀、不

1 E 楕円形にして細い波を包囲する。その短径は 0.5-
4.5 c m、長径は 1 - 5 c m、隣接のものと癒合したも
のは長さ 15cm に至る。表面は平滑であって黒色又は
灰黒色を塁し、縁辺部の幅 l m m位は淡褐色叉は白色
を塁し、胞子形成期には全面が灰白色に変る。古い子
突体は中央部が認色して灰色に変り、中央部と周綾部
との聞は灰褐色に変り、同心輪紋を形成する。
子実体は厚さ420-720μ あって、内部は 3層からな
る。基層は厚さ 20-4旬、稀れに701' に至る。陪褐色
の菌糸が墓面に並行して密に錯綜している。中層は厚

層の菌糸は多数結束して太くて短い菌糸東柱を形成
し、その高さ60-15旬、 Jt亙50-250μある。菌糸東柱
の上部は陪褐色のl鼠 3 - 4μの菌糸が疎に叉状に分岐
し、上方叉は斜に上昇し、錯綜している。子突層は厚
さ30-4らある。この層の菌糸は淡褐色叉は無色、幅
2.3-3.5μ あって、密に分践し、密に錯線している。
担子柄の下襲は短い菌糸の先端叉は菌糸の側面に生
じ、梶棒形、ヘラ形、洋梨形叉は倒9階、無色にして
大いさ 14-32 x  8.5-12.らある。小柄は長さ 10-2ら
ある。胞子は楕円状円筒形にして僅かに轡曲し、頂端
は鋭鋼、基端はやや尖り、緑色にして大いさ 14-27x
3.5-5.5μある。
;<};:.菌は Elaeagnus multiflora Thunb ( ナツグミ〉
に発生し、兵庫県多紀郡篠山町で採集した。本薗も
Pseudaulacaspis pentagona Targ.と共援している。

第 10 回総会
第10回総会は但馬、城崎小学校において去る、 5 月
27、28の両日行なわれた。かつてない盛会で 200名の
参集あり、午泊中、徳間御稔先生は「モーガシとノレイ

5. 兵庫県の紋務菌の検索表
兵庫県下に発生する紋羽菌の 6種の検索表を次に示

す。
A .  担子柄には 1個の隔膜がある。. . . .・H ・-

Septobasidium nigrum Yamamoto 
B. 担子柄には 3個の隔践がある。
a. 担子関には下襲がある。
1. 担子柄は真直である。
( 1 ) 子実体の中層は薄く、重層状でない。

Septobasidium Tambaensis Yama-
moto 

( 2 ) 子実体の中層は厚く、重層状である。
Septobasidium Miyakei Yamamot.o 

2. 担子柄は巻曲叉は湾曲する。
( 1 ) 担子柄の下褒は擬棒形である。

Septobasidium c1avulatum Yama-
moto 

( 2 ) 担子柄の下褒は準球形である。…
Septobasidiun bogoriense Pa!. 

b. 担子柄ーには下襲がない。 Septobosidium
Tanakae (Miy.) Boed. et Steinm. 
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セy コJ ( 別項、講演要旨参照〉について、また森会
長は但馬沖から採集された深海魚について講演があっ

9などへ
見学に行くのちょうどタジマタムラソワの溺闘で来会
者を楽じませた。
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